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2 はじめに

◼ 2025年4月28日に発生したイベリア半島における大規模停電（以下、イベリア半島停電）において、スペイン・ポ
ルトガルがブラックアウト、フランス南部の一部が停電した。

◼ イベリア半島停電に関しては、 2025年６月にスペイン政府による報告書やENTSO-Eより2025年10月に事実報
告書、2026年3月に最終報告書が公開されている。また電力中央研究所（以下、電中研）からも2025年６月
と７月、 2026年４月と各段階における解説が合計３回公開されているなど、多数の報告書が出されている。

◼ 今回、イベリア半島停電に関する各所の報告書・解説等を踏まえて、日本の電力系統の状況について、一般送配
電事業者に確認の上、整理を行ったためご報告させていただく。



3 （参考） イベリア半島停電に関する各所の報告書・公開箇所

◼ ENTSO-Eによるイベリア半島停電に関する公開ページ

https://www.entsoe.eu/publications/blackout/28-april-2025-iberian-blackout/#Summary

◼ 電中研によるイベリア半島大規模停電に関する解説ページ

https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/index.html

◼ スペイン政府による報告書

https://www.lamoncloa.gob.es/consejodeministros/resumenes/Documents/2025/Informe
-no-confidencial-Comite-de-analisis-28A.pdf

◼ REE※による報告書

https://d1n1o4zeyfu21r.cloudfront.net/WEB_Incident_%2028A_SpanishPeninsularElectric
alSystem_18june25.pdf

※スペインの送電系統運用者（TSO）
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5 １．イベリア半島における大規模停電の概要

◼ 停電発生の4月28日は同期電源の並列が少なく、再エネ比率が高い状況（スペインでは約80%）であった。

◼ 当日は停電した12時33分以前に数回の系統動揺が発生しており、リアクトルの解列等の対処を実施。

◼ その後、系統電圧上昇により連鎖的な電源脱落等が発生し、イベリア半島における大規模停電に至った。

◼ ヨーロッパにおいては20年以上ぶりの大規模ブラックアウト事象であり、電圧上昇を起因としたブラックアウトとしては欧
州系統において初めての事象であった。

項目 状況

発生日時
2025年4月28日（月）12:33
（中央ヨーロッパ時間）

停電範囲
スペイン及びポルトガル全域、
フランス一部地域

停電規模 約3100万kW

復旧
約12～16時間
スペインでは29日朝の時点でほぼ復旧
ポルトガルでは28日深夜までに全変電所が復旧

出所）entso-e > 28 April 2025 Blackout
https://www.entsoe.eu/publications/blackout/28-april-2025-iberian-blackout/#Summary

スペイン
ポルトガル

フランス

https://www.entsoe.eu/publications/blackout/28-april-2025-iberian-blackout/#Summary
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6 

出所）電力中央研究所 イベリア半島大規模停電に関する解説 第3回解説資料(2026年4月30日)
https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf

（参考）イベリア半島全域停電に至るまでの流れ

https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf
https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf
https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf
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8 2．イベリア半島停電の発生要因

◼ イベリア半島停電は単一の原因ではなく、複数の要因が複合的に作用した結果として発生。

◼ 停電の第一要因は「系統電圧の上昇とこれによる連鎖的な電源停止等」とされた。

➢ 電圧上昇は下図のような複数要因から電力系統での無効電力のアンバランスにより生じた。

出所）Presentation-Media Briefing by ENTSO-E based on Expert Panel’s final reportを基に作成
https://eepublicdownloads.blob.core.windows.net/public-cdn-container/clean-documents/Publications/2025/iberian-
blackout/260318_Final%20report_press%20briefing%20PPT_Final.pdf

急峻な電圧上昇

400kV系統の
電圧運用上限
と発電機解列
電圧のマージン

が小さい

再エネ電源は
力率一定制御
であり、系統

電圧変化に伴
う無効電力は
変化しない

同期電源に
よる電圧

調整力が機能
しなかった

系統動揺対策で
の送電線並列に
よる無効電力供

給増、送電線での
潮流減少による無
効電力消費減

分路リアクトルは
手動制御であり、
系統へ未並列の

ものあり

発電機の
計画外停止
（無効電力
吸収能力
喪失）

スペインにおける発電機の過電圧
による連鎖的な脱落

負荷および発電機による無効
電力吸収能力のさらなる喪失

スペインとポルトガル
のブラックアウト

系統防御計画が発動されたものの、スペインおよびポルトガルでは周波数崩壊を
防げず、最終的に欧州の他地域の電力系統から分離

【簡易的な要因分析ツリー】

【スペイン】
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10 ３．イベリア半島停電を踏まえた主な提言

◼ 前述の通り、本事象は技術的問題だけではなく、再エネの力率一定制御や、分路リアクトルの手動制御など、制度・
運用の複数要因が複合して発生したブラックアウト事象であった。

◼ その中でも重要な提言項目として下記の５つが挙げられている。

出所）Presentation-Media Briefing by ENTSO-E based on Expert Panel’s final reportを基に作成
https://eepublicdownloads.blob.core.windows.net/public-cdn-container/clean-documents/Publications/2025/iberian-
blackout/260318_Final%20report_press%20briefing%20PPT_Final.pdf

系統電圧制御

・電圧制御範囲
(上限/下限)の
マージン確保

・発電機の電圧制御
方式と応動の
最適化

・電圧制御機能の
向上（自動化）

系統動揺

・動揺の抑制

・動揺現象のモデリン
グ及び監視/検出

発電機脱落
/エリア連系断

・保護整定による対策

-同期発電機の
過電圧保護整定

-異常時の
送電線保護整定

-分散型電源の
保護整定

系統安定化
機能

・急峻な電圧変動
に対応可能な、
高度な系統安定化
機能の具備

復旧手法確立

・ブラックスタート
機能の具備

・ブラックアウト
復旧訓練

・停電時も使用可能
な通信設備

・速やかな
系統再並列

https://eepublicdownloads.blob.core.windows.net/public-cdn-container/clean-documents/Publications/2025/iberian-blackout/260318_Final%20report_press%20briefing%20PPT_Final.pdf
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12 

◼ イベリア半島停電に関する提言を踏まえ、電中研における解説では最終報告書での推奨事項とその示唆が述べられ
ている。

◼ 今回、推奨事項に関する日本国内系統の対策・検討状況を一般送配電事業者に確認し、電中研解説に追加す
る形で整理した。

４．日本の電力系統の状況と対応

出所）電力中央研究所 イベリア半島大規模停電に関する解説 第3回解説資料(2026年4月30日)
https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf

https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf
https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf
https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf
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◼ 電圧に関する推奨事項として、下表（次スライドに続く）が挙げられている。

◼ いずれの事項についても日本では対応や検討が行われており、足元で早急に対策が必要な事項はなかった。

◼ なお、さらに再エネ導入が拡大する将来系統においても課題が顕在化しないように一般送配電事業者と連携し、検
討を行っていく。

４ー１．①電圧制御（1/2）【系統安定性維持能力の確保】

No. 最終報告書での推奨事項※１ 優先度 日本での現在の状況※２

①-1
電圧安定性や急激な電圧変化の
リスク検出、兆候の把握 低

事前のリスク評価と共に、常時系統電圧・潮流等の監視を行い、
兆候把握を実施。

①-2

十分な電圧サポートが実現できる
計画の策定と必要に応じた更新

高

足元の運用では電圧上昇時送電線運用停止を実施するとともに、
ShRの増設を計画的に実施。
また発電者には上昇する電圧を抑制するため「電圧調整」に協力
頂いているとともに、需要者のうちSCにより余剰な無効電力を系
統に流入している方に対してはSC開放の協議などを通じて「投入
SC量の適正化」をお願いしている。

①-3

発電設備による電圧制御モードに
関する改善（スペインでの定力率運
用による問題の回避） 高

特高系統に連系する場合には、再エネ電源にも従来電源と同様
の能力・制御方式を求めるグリッドコード※となっている。
なお、現状、配電系ではPCSを用いる電源は力率一定制御が基
本となっており、配電系まで含めた将来的な再エネの最適電圧制
御方式の方向性は、選定の考え方など含めて検討中。

※基幹系統以外は一般送配電事業者で必要と判断した場合

①-4
無効電力供給に関する十分な
マージン確保、性能監視 中

①-2と同様の計画・運用を行っている。

※1 電力中央研究所 第３回イベリア半島大規模停電に関する解説（2026年4月30日）より抜粋
※2 電力中央研究所 第３回イベリア半島大規模停電に関する解説（2026年4月30日）を基に一般送配電事業者と連携し、作成
https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf

https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf
https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf
https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf


15 ４ー１．①電圧制御（2/2） 【系統安定性維持能力の確保】

No. 最終報告書での推奨事項※１ 優先度 日本での現在の状況※２

①-5

調相設備（リアクトル、コンデンサ）
の自動制御の導入 中

上位系の調相設備は、ほぼ全て自動制御可能。
（電圧やスケジュールに基づく制御を含む）
また一部のエリアでは、次世代電圧制御について導入検討中。

①-6

電圧運用範囲の適正化（連系維持
電圧上限までのマージン確保）

高

現状系統においては連系維持可能な電圧上限に対して、マージン
を持った電圧の運用を行っている。
（足元の過酷断面の事故時電圧評価は実施済み※３）
将来系統における必要マージンは随時検討。

①-7

電圧制御の速さを考慮した有効
電力・無効電力変化速度上限の
導入

中

速い出力変化が可能な蓄電池に対して変化速度上限の設定に
ついて、グリッドコード検討会にて検討中。

①-8

直流送電の変換器等による有効
電力が0の状態での電圧サポート

低

現状系統においては無効電力調整リソース（揚水機の調相運転、
SC、ShR等）を確保するよう検討している。
将来系統における必要量は随時検討。

①-9

急速な電圧変動に対応できる運用
方策・安定化対策 低

事故時の過渡的な電圧変動も含めて事前に検討し、マージンを
持たせた運用を行っている。
（足元の過酷断面の事故時電圧評価は実施済み※３）

※1 電力中央研究所 第３回イベリア半島大規模停電に関する解説（2026年4月30日）より抜粋
※2 電力中央研究所 第３回イベリア半島大規模停電に関する解説（2026年4月30日）を基に一般送配電事業者と連携し、作成
https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf
※3：2025年度時点の電圧過酷断面において、無効電力変化の大きいN-1~N-2事故時に過電圧による発電機連鎖脱落の

リスクがないことを一送がシミュレーションにて各エリア毎に評価・確認をしている

https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf
https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf
https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf
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出所）電力中央研究所 イベリア半島大規模停電に関する解説 第3回報告資料(2026年4月30日)
https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf

（参考）日本での電圧面の課題

https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf
https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf
https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf


17 目次

1. イベリア半島における大規模停電の概要

2. 大規模停電の発生要因

3. 本事象を踏まえた提言

4. 日本の電力系統の状況と対応
4-1.電圧制御【系統安定性維持能力の確保】
4-2.系統動揺他【系統安定性維持能力の確保】
4-3.設備挙動・系統事象の把握機能
4-4.全停復旧（ブラックスタート）

5. まとめ



18 

◼ 系統動揺に関する推奨事項として広域での検討と対応強化が示されているが、日本においては同期系統（50Hz
系統、60Hz系統）毎での対応や検討がなされており、早急に対応が必要な事項はなかった。

４ー2．②系統動揺、③その他【系統安定性維持能力の確保】

No. 最終報告書での推奨事項※１ 優先度 日本での現在の状況※２

②-1

系統動揺への広域大での対応
（解析モデルの共有プロセス、欧州大
での検討と対応方策の改善・導入）

高

50Hz系統・60Hz系統それぞれで同一形式の解析データ
（Y法等）を活用・共有し、広域的な検討が実施されている。
なお、全国大でのモデル作成も実施している。
また、日本ではPSSの設置がグリッドコード化されている。

②-2
重大事象発生時の解析のための
モデル作成手順の整備 中

広域的な検討のためのモデル作成は実施しており、系統異常発生
時における技術検証等の広域的協力スキームもある。

③-1

系統に連系する設備や設備群の
保護整定の適切性・一貫性を評価し、
不要解列を防止

中

連系時に想定しうる運用状況に基づいて適切な整定値を検討し、
設定している。またFRT要件による不要解列防止も行っている。

③-2

連系維持の要件充足に関する
事故後の定期的な検証 中

系統事故に伴い不測の電源脱落が生じたような場合においては、
整定値不備などを含めた原因究明・検証を都度実施している。

③-3

DERの状況に応じた周波数低下時
の負荷制限
（DERも遮断してしまうことを防止）

低

DERによる発電を含めた潮流状況を考慮して周波数低下リレー
（UFR）による負荷制限の運用を行っている。
次世代UFRにおける周波数体系見直しなど、次世代の最適制御
に関しても順次検討中。

※1 電力中央研究所 第３回イベリア半島大規模停電に関する解説（2026年4月30日）より抜粋
※2 電力中央研究所 第３回イベリア半島大規模停電に関する解説（2026年4月30日）を基に一般送配電事業者と連携し、作成
https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf

https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf
https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf
https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf
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出所）第５回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2025年1月24日）資料3
https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_5_03.pdf

（参考）東京・東北エリアのシミュレーション環境について

https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_5_03.pdf


20 （参考）日本の系統動揺対策（PSSの設置）

◼ 系統動揺対策の一つとして、電力系統の事故等によって生じる発電機の出力動揺を速やかに収束させるため、発電
機の端子電圧を制御するPSS（Power System Stabilizer の略）がある。

◼ スペインで大規模停電当日に稼働していた原子力機、水力機、石炭火力機にはPSSが具備されず、最終報告書で
もその有効性が確認されている。

◼ 日本ではPSSの設置がグリッドコード化されており、特に超高圧系統の大容量機を中心に多くの同期発電機で具備
されている。

出所）電力中央研究所 イベリア半島大規模停電に関する解説 第3回報告資料(2026年4月30日)
https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf

◆ AVR：端子電圧を一定に制御する。

◆ PSS：発電機の位相角・電力動揺を安定化させる
（減衰させる）ために、補助信号をAVRに与える。

端子電圧設定値

界磁電圧端子電圧

https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf
https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf
https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf


21 （参考）PSSに関する系統連系技術要件の記載（東北・東京エリアの例）

◼ 系統動揺対策として、引き続き必要な箇所にはPSSの設置を求めていくことが必要。

【東北電力NW】
61 発電機運転制御装置の付加
(1) 系統安定化、潮流制御のための機能
系統安定化、潮流制御等の理由により運転制
御が必要な場合には、以下の機能を具備した運
転制御装置を設置していただきます。なお、設置
については個別に協議させていただきます。
イ PSS(Power System Stabilizer)
広域的な安定度維持が必要となる場合は、PSS 
の形式として複数入力PSS（ΔP＋Δω形PSS 
など）を指定させていただく場合があります。

【東京電力PG】
１５ 発電機運転制御装置の付加
ｂ 系統安定化装置（PSS）
(a) 超速応励磁制御方式など、応答速度の速
い励磁方式（励磁系電圧応答時間が0.1 秒
以下の励磁方式）を採用する発電機には、
系統安定化装置（PSS）を設置していただき
ます。
(b) 上記ａ以外の励磁制御方式を採用する
発電機でも、当該発電機の運転上あるいは連
系する系統の安定度上必要な場合は、PSS を
設置していただくことがあります。
(c) 連系する系統の広域的な安定度上必要な
場合は、複数入力PSS を設置していただくこと
があります。
（なお、PSS とは、電力系統の事故等によって
生じる発電機の出力動揺を速やかに収斂させる
ため、 端子電圧を制御する装置で、Power 
SystemStabilizer のことです。）

出所）東京電力パワーグリッド 系統連系技術要件(2026年6月26日閲覧)
https://www4.tepco.co.jp/pg/consignment/notification/pdf/keitou_renkei20260213.pdf

出所）東北電力ネットワーク 系統連系技術要件(2026年6月26日閲覧)
https://nw.tohoku-epco.co.jp/consignment/pdf/8-1_13_250401.pdf

https://www4.tepco.co.jp/pg/consignment/notification/pdf/keitou_renkei20260213.pdf
https://nw.tohoku-epco.co.jp/consignment/pdf/8-1_13_250401.pdf
https://nw.tohoku-epco.co.jp/consignment/pdf/8-1_13_250401.pdf
https://nw.tohoku-epco.co.jp/consignment/pdf/8-1_13_250401.pdf
https://nw.tohoku-epco.co.jp/consignment/pdf/8-1_13_250401.pdf
https://nw.tohoku-epco.co.jp/consignment/pdf/8-1_13_250401.pdf
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◼ 系統監視の高度化、小規模電源の挙動把握なども推奨事項として示されている。

◼ 日本においては、PMUの導入がこれからの段階のため、監視機能の高度化に向け、一般送配電事業者と連携し、
検討を進めていく。

４ー３．④設備挙動・系統事象の把握機能

No. 最終報告書での推奨事項※１ 優先度 日本での現在の状況※２

④-1
PMUによる監視の高度化（範囲の
拡大、データ交換、動揺検知等） 高

基幹系統や再エネ・蓄電設備・大規模需要設備の接続可能性が
高い地域へのPMU導入に向けて、検討を進めている。

④-2

小規模電源の電圧上昇時に関する
要件の改善（小規模電源脱落の分
析で電圧上昇への感度が高いものが
あることが明らかになった）

高

系統連系規程において、過電圧保護に対する要件（標準整定値
115%）を定めている。なお、系統連系規程における要件の将来の
十分性を確認するとともに、将来的なFRT要件の見直しの方向性に
ついて検討を行う。

④-3
TSOの監視対象でない小規模電源
の挙動に関する調査 中

再エネ主力電源化に向けた検討の中で、系統事故時の急峻な変動
に対する応動について、メーカへのアンケート調査※3を実施している。

④-4

事象発生時等の調査・分析のための
TSO・DSO・事業者の全体での
データ提供の枠組み整備

中

系統連系技術要件において、必要に応じ特高連系の事業者に電気
現象記録装置の設置とデータの伝送を求めている。

④-5

DERを含む下位系・配電系のリアル
タイム監視・事後のデータ提出
（潮流やDERの状態、UFRの動作
状況などの把握）

低

DER総量に関しては下位系・配電系においてもある程度把握できて
いるが、DERの直接的な把握・リアルタイムでの状態把握は行ってい
ない。
下位系・配電系のDERが上位系にどのような影響を及ぼすか等を
踏まえ、今後検討していく。

※1 電力中央研究所 第３回イベリア半島大規模停電に関する解説（2026年4月30日）より抜粋
※2 電力中央研究所 第３回イベリア半島大規模停電に関する解説（2026年4月30日）を基に一般送配電事業者と連携し、作成
https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf
※3：第99回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2024年7月23日）資料1
https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/chouseiryoku/2024/files/chousei_99_01.pdf

https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf
https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf
https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf
https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/chouseiryoku/2024/files/chousei_99_01.pdf
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出所）第105回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2025年1月28日開催）資料3 
https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/chouseiryoku/2024/files/chousei_105_03.pdf

（参考）PMU導入について

https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/chouseiryoku/2024/files/chousei_105_03.pdf


25 (参考)FRT要件の見直しについて

出所）第104回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2024/12/27）資料1
https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/chouseiryoku/2024/files/chousei_104_01.pdf

https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/chouseiryoku/2024/files/chousei_104_01.pdf
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◼ 全停復旧に係る試験や訓練の強化、通信システムの確実な確保等が推奨事項とされている。

◼ 日本においては、発電事業者を含めた全停復旧訓練を定期的に実施しており、通信システムについても非常電源を
備えた専用線設備を一般送配電事業者にて確保している。

４ー４．⑤全停復旧（ブラックスタート）

No. 最終報告書での推奨事項※１ 優先度 日本での現在の状況※２

⑤-1

ブラックスタート試験の定期的な
実施 高

2018年の北海道エリアの全域停電の発生等を踏まえて、一送大での
定期的な全停復旧訓練やブラックスタート機を有する発電事業者を
含めた試験・訓練を定期的に実施している。

⑤-2

DERの再接続等についての把握と
制御性の向上 中

配電系のDERのリアルタイムでの詳細把握・分析までは現状できて
おらず、上位系にどのような影響を及ぼすか等を踏まえ、今後検討し
ていく。

⑤-3

TSO・DSO等の関係機関で共通
の復旧訓練の実施

低

2018年の北海道エリアの全域停電の発生等を踏まえて、一送大での
定期的な全停復旧訓練やブラックスタート機を有する発電事業者を
含めた試験・訓練を定期的に実施している。

⑤-4

少なくとも24時間の停電に耐えら
れる通信システムを通信事業者とは
独立して確保

低

一送側で専用線設備により、全停を想定した復旧に必要な時間の
稼働を行える非常電源を確保している。

※1 電力中央研究所 第３回イベリア半島大規模停電に関する解説（2026年4月30日）より抜粋
※2 電力中央研究所 第３回イベリア半島大規模停電に関する解説（2026年4月30日）を基に一般送配電事業者と連携し、作成
https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf

https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf
https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf
https://criepi.denken.or.jp/koho/seminar/250603/pdf/report-v3.pdf
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出所）一般社団法人送配電網協議会HP 災害時連携に係る資料 災害時連携計画【別添7-2】
災害時連携計画【別添7-2】（別紙）連携事例集.pdf

（参考）全停復旧訓練の実施について

https://www.tdgc.jp/disaster/docs/%E7%81%BD%E5%AE%B3%E6%99%82%E9%80%A3%E6%90%BA%E8%A8%88%E7%94%BB%E3%80%90%E5%88%A5%E6%B7%BB7-2%E3%80%91%EF%BC%88%E5%88%A5%E7%B4%99%EF%BC%89%E9%80%A3%E6%90%BA%E4%BA%8B%E4%BE%8B%E9%9B%86.pdf
https://www.tdgc.jp/disaster/docs/%E7%81%BD%E5%AE%B3%E6%99%82%E9%80%A3%E6%90%BA%E8%A8%88%E7%94%BB%E3%80%90%E5%88%A5%E6%B7%BB7-2%E3%80%91%EF%BC%88%E5%88%A5%E7%B4%99%EF%BC%89%E9%80%A3%E6%90%BA%E4%BA%8B%E4%BE%8B%E9%9B%86.pdf
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30 まとめ

◼ イベリア半島停電に関する各所の報告書・解説等を踏まえて、推奨事項に関して日本の電力系統の状況について
一般送配電事業者に確認の上、整理を行った。

◼ 優先度の高い項目については対策済み、あるいは検討が進められており、足元で早急に追加で対策が必要な事項
はなかった。なお、更なる再エネの導入が拡大した将来系統における電圧制御のあり方や日本での課題となってい
る基幹系統での電圧上昇等については、引き続き検討が必要。

◼ 設備挙動・系統事象の把握に向けては、一般送配電事業者と連携し、基幹系統や再エネ・蓄電設備・大規模需
要設備の接続可能性が高い地域へのPMU導入を検討していく。

◼ 引き続き一般送配電事業者と連携し、今後の変化に対して必要な検討・対応を行い、将来にわたる電力系統の安
定性確保に取り組んでいく。
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